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震
災
を
機
に
議
会
が
防
災
政
策
に
取
り
組
む

成
果
が
実
っ
て
浦
幌
町
の
防
災
体
制
を
築
く
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浦
幌
町
議
会
は
こ
の
間
、
町
の
防
災
体
制
を
再
構
築
す

る
た
め
に
力
を
注
い
で
き
た
が
、
こ
れ
に
と
も
な
う
一
連

の
活
動
は
、
同
時
並
行
的
に
進
め
て
き
た
議
会
の
活
性
化

と
相
乗
的
な
効
果
を
発
揮
し
て
、
成
果
を
あ
げ
た
よ
う
に

思
わ
れ
る
。

　

七
年
前
、
議
会
活
性
化
の
開
始
と
時
を
同
じ
く
し
て
東

日
本
大
震
災
が
発
生
し
た
。
震
災
当
日
、
浦
幌
町
議
会
で

は
、
定
例
会
本
会
議
中
で
予
算
審
議
中
で
あ
っ
た
。
大
き

な
揺
れ
が
続
き
、海
に
面
し
て
い
る
わ
が
町
に
と
っ
て
は
、

津
波
が
心
配
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
審
議
は
延
会
と
し
、
直

ち
に
災
害
対
策
本
部
設
置
に
向
け
準
備
を
進
め
、
職
員
は

海
岸
線
地
域
へ
で
て
避
難
誘
導
、
避
難
所
の
開
設
、
被
害

状
況
の
把
握
へ
と
奔
走
し
た
。

　

町
の
被
害
は
、
住
宅
の
床
上
浸
水
や
漁
船
の
損
傷
・
沈
没

な
ど
が
あ
り
、
こ
の
震
災
を
教
訓
に
、
町
で
は
、
地
域
防
災

計
画
の
全
面
改
訂
を
行
い
、防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
、

避
難
所
・
避
難
場
所
の
整
備
、
防
災
行
政
無
線
の
整
備
、
防

災
備
蓄
品
の
確
保
な
ど
防
災
体
制
整
備
を
進
め
た
。

　

一
方
、
議
会
は
、
整
備
さ
れ
た
避
難
場
所
等
の
現
地
視

察
、
地
域
防
災
計
画
の
事
務
調
査
、
他
町
の
自
主
防
災
組

織
の
設
置
状
況
お
よ
び
防
災
体
制
の
視
察
を
行
っ
た
。
ま

た
、
十
数
年
ぶ
り
に
復
活
し
た
道
外
行
政
視
察
で
、
被
災

地
の
石
巻
市
を
訪
問
し
、
被
災
・
復
旧
・
復
興
状
況
の
視

察
を
行
っ
た
。

　

財
政
難
で
中
止
し
て
い
た
道
外
行
政
視
察
を
復
活
さ
せ

る
た
め
、
行
政
視
察
に
関
す
る
基
準
を
作
成
し
、
事
前
事

後
研
修
の
実
施
、
視
察
後
の
全
議
員
の
レ
ポ
ー
ト
作
成
な

ど
の
規
定
を
盛
り
込
み
、
ま
た
、
視
察
研
修
費
の
予
算
計

上
は
、
あ
ら
か
じ
め
目
的
・
行
先
・
行
程
を
示
し
た
う
え

で
執
行
機
関
と
協
議
し
、よ
う
や
く
復
活
し
た
の
で
あ
る
。

　

議
会
は
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
や
視
察
で
得
た
知
識
を
わ

が
町
に
反
映
す
る
た
め
、
あ
ら
た
め
て
三
〇
〇
ペ
ー
ジ
以

上
あ
る
地
域
防
災
計
画
を
検
証
す
る
作
業
を
議
員
と
事
務

局
が
協
力
し
て
行
っ
た
。
こ
の
事
務
調
査
で
は
、
各
議
員

が
気
づ
い
た
問
題
の
指
摘
を
事
務
局
が
計
画
の
章
ご
と
に

整
理
。
そ
の
結
果
、七
〇
項
目
以
上
の
問
題
点
を
中
心
に
、

合
同
常
任
委
員
会
で
慎
重
に
審
議
を
重
ね
、
委
員
会
報
告

書
を
ま
と
め
た
。

　

事
務
調
査
後
は
、
議
会
運
営
委
員
会
を
政
策
提
案
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
と
位
置
づ
け
し
、
事
務
調
査
で
浮
き
彫

り
と
な
っ
た
課
題
お
よ
び
改
善
策
を
整
理
し
、
議
員
協
議

会
で
全
議
員
に
よ
る
議
員
間
討
議
を
行
い
、
ま
た
、
町
民

意
見
の
反
映
と
し
て
、
商
工
会
・
農
協
と
の
一
般
会
議
、

ま
ち
な
か
カ
フ
ェ
Ｄ
Ｅ
、
ま
ち
な
か
お
じ
ゃ
ま
Ｄ
Ｅ
議
会

で
の
意
見
交
換
、
防
災
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
う

え
で
政
策
提
案
事
項
を
ま
と
め
、
同
時
に
防
災
基
本
条
例

の
議
会
提
案
も
視
野
に
策
定
作
業
を
進
め
た
。

　

こ
う
し
て
二
〇
一
七
年
九
月
、
町
に
対
し
て
「
安
全
・

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
防
災
体
制
」
の
三
〇
項
目

に
わ
た
る
政
策
提
案
書
を
提
出
し
た
。
第
一
三
条
か
ら
な

る
防
災
基
本
条
例
は
、
議
会
提
案
と
は
せ
ず
、
条
例
に
基

づ
き
執
行
す
る
の
は
町
で
あ
り
、
町
民
と
協
議
し
な
が
ら

補
助
制
度
創
設
や
自
主
防
災
組
織
の
設
立
な
ど
と
並
行
し

た
条
例
策
定
が
理
想
で
あ
る
た
め
、
政
策
提
案
事
項
に
議

会
の
条
例
案
と
し
て
盛
り
込
む
こ
と
に
と
ど
め
た
。

　

政
策
提
案
後
、
議
会
と
し
て
の
防
災
体
制
や
議
会
機
能

の
維
持
の
た
め
、
議
会
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
業
務
継
続
計
画
）
の
策

定
に
入
っ
た
。

　

二
〇
一
六
年
八
月
に
は
、
大
型
台
風
が
北
海
道
に
上
陸

し
、
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
こ
と
か
ら
、
管
内
の
清

水
町
議
会
と
交
流
及
び
連
携
事
業
と
し
て
「
災
害
時
の
議

会
対
応
に
つ
い
て
」
の
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

浦
幌
町
議
会
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
特
徴
は
、
発
災
初
動
期
の
議
員

の
安
否
確
認
は
、
議
員
自
ら
行
う
。
小
規
模
な
自
治
体
で

は
、事
務
局
職
員
も
町
の
災
害
対
応
業
務
が
第
一
で
あ
る
。

ま
た
、
議
員
が
個
別
に
災
害
対
策
本
部
で
情
報
収
集
や
情

報
提
供
を
す
る
の
で
は
な
く
、
議
会
災
害
対
策
会
議
を
設

置
し
、
窓
口
を
一
本
化
し
た
。
議
員
の
公
務
災
害
の
適
用

や
正
式
な
議
会
活
動
の
位
置
づ
け
と
す
る
た
め
、
議
会
基

本
条
例
及
び
会
議
規
則
の
改
正
を
行
っ
た
。

　

政
策
提
案
か
ら
六
カ
月
、
二
〇
一
八
年
三
月
の
第
一
回

定
例
会
で
、
議
会
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
報
告
、
議
会
基
本
条
例

及
び
会
議
規
則
の
一
部
改
正
を
議
決
し
、
町
は
地
域
防
災

計
画
等
策
定
委
託
料
や
防
災
備
蓄
品
購
入
補
助
金
な
ど
を

盛
り
込
む
二
〇
一
八
年
度
当
初
予
算
が
提
案
さ
れ
、
議
会

の
政
策
提
案
の
一
部
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま

た
、
本
会
議
中
に
町
が
実
施
し
た
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
を
用
い
た

情
報
伝
達
訓
練
に
合
わ
せ
て
、
議
会
初
と
な
る
議
会
防
災

訓
練
を
行
っ
た
。

　

こ
こ
に
至
る
ま
で
に
は
、
事
務
調
査
、
行
政
視
察
、
町

民
と
の
意
見
交
換
・
反
映
、
内
部
協
議
と
多
角
的
に
議
会

機
能
を
発
揮
し
、
チ
ー
ム
議
会
と
し
て
、
議
会
・
議
員
・

事
務
局
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
き
た
。
住
民
福
祉

の
増
進
を
図
る
た
め
、
議
会
の
政
策
提
案
が
実
と
し
て
成

し
得
た
こ
と
は
、
本
来
の
議
会
活
性
化
の
ひ
と
つ
の
成
果

と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。

＜

な
か
た　

す
す
む
・
浦
幌
町
議
会
事
務
局
議
事
係
長＞


